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三由日春十日町市長

公
正
、
清
潔
な
市
政
を

公
共
事
業
を
積
極
的
に
導
入

　
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
み
な
さ
ま
方
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
市
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
つ

っ
し
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。
　
私
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市
政
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
村
山
謙
吉
氏
の
政

治
家
と
し
て
の
卓
見
と
識
見
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
北
越
北
線
、
国
道
二
五
二
、

二
五
三
号
線
の
道
路
改
良
と
完
全
無

雪
化
、
上
越
新
幹
線
建
設
構
想
な
ど

に
よ
り
、
わ
が
十
日
町
市
も
本
格
的

な
ハ
イ
ウ
ェ
ー
時
代
の
波
が
押
し
ょ

せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
広
域
生
活
圏
や
防
雪
モ

デ
ル
都
市
な
ど
、
十
日
町
市
に
と
っ

て
重
大
な
時
期
に
直
面
し
て
い
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
政
治
は
こ
う
し
た
新

し
い
時
代
の
中
で
、
十
日
町
市
が
た

く
ま
し
く
発
展
す
る
た
め
の
基
本
的

な
課
題
と
し
て
「

人
間
性
を
尊
重
し

た
住
み
よ
い
豊
か

な
文
化
都
南
＋
日

町
」
を
つ
く
り
上

げ
た
い
と
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
撫

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
撫

本
年
度
は
、
村

山
市
政
を
受
け
つ

い
で
、
公
共
事
業

を
積
極
的
に
導
入

広
域
市
町
村
圏
の
指
定
を
急
ぎ
、
さ

ら
に
福
祉
行
政
の
推
進
、
産
業
の
振

興
と
近
代
化
、
生
活
環
境
の
整
備
と

住
民
負
担
の
軽
滅
、
教
育
環
境
の
整

備
、
豪
雪
対
策
の
推
進
な
ど
、
地
域

格
差
の
な
い
、
豊
か
な
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
全
力
を
傾
け
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　
同
時
に
而
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
一
党
一
派
に
偏
す
る
こ
と
な
く

公
正
、
誠
実
、
清
潔
を
柱
に
市
民
と

と
も
に
考
え
、
市
民
と
と
も
に
歩
む

合
意
の
市
政
を
お
し
進
め
て
ま
い
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
市
民
各
位
の
あ
た
た

か
い
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。　市長選挙結果

春日由三
　　　　17，498

村武正雄
　　　　13，505

無効　　　192
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第二回臨時

市議会

議
長
に

石
坂
正
隆
氏

副
議
長
は
丸
山
街
政
氏

石坂正隆氏

　
改
選
後
初
の
第
二
回
十
日
町
市
議

会
臨
時
会
は
、
二
十
日
午
前
十
時
か

ら
開
か
れ
、
議
良
、
副
議
長
の
選
出

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
議
長
に
は
石
坂
正
隆

氏
が
、
副
議
長
に
は
、
丸
山
尚
政
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
常
任
委
員
も
つ
ぎ
の
と
お
り

き
ま
り
ま
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
委
員

一
、
総
務
、
文
教
常
任
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
名
）

委
員
艮
　
　
　
越
村
勝
治

　
副
委
員
長
　
　
　
　
金
子
　
幸
造

難

丸山尚政氏

委
昌

石
坂
正
隆
、
関
谷
儀
助
、
小
海
徳

　
治
、
池
田
金
策
、
岡
村
清
一
、
小

林
正
俊
、
大
島
良
作
、
冨
井
康
則

二
、
建
設
企
業
常
任
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
九
名
）

委
員
長
　
　
　
　
中
町
忠
雄

　
副
委
員
長
　
　
　
　
須
藤
　
誠
也

委
員

　
佐
藤
利
雄
、
樋
口
政
太
郎
、
橋
本

　
貞
一
、
滝
沢
重
治
、
風
間
又
五
郎

　
斉
木
正
義
、
村
山
勝
平

三
、
社
会
経
済
常
任
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
名
）

委
員
長
　
　
　
　
竹
内
　
真

　
副
委
員
長
　
　
　
　
大
島
　
昭
三

委
員

　
根
津
新
作
、
吉
田
正
三
、
矢
口
重

　
雄
、
樋
熊
清
一
、
高
橋
桂
作
、
佐

　藤誠一、

丸
山
尚
政

　
な
お
議
会
選
出
監
査
委
員
に
は
、

吉
田
正
三
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
特
別
委
員
会

▽
雪
害
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　
斉
木

副
委
員
長
　
　
　
金
子

▽
公
害
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　
須
藤

副
委
員
長
　
　
　
矢
口

幸正
造義

重誠
雄也

▽
上
越
新
幹
線
誘
致
対
策
特
別
委
員

　会
　
委
員
長
　
　
　
　
　
風
間
又
五
郎

　
副
委
員
長
　
　
　
　
村
山
　
勝
平

春日市長登庁後職員に

あいさつ（10日）

村山前市長ごあいさつ

私
は
就
任
以
来
十
二
年
間
「
政
治

は
道
な
り
」
と
産
業
開
発
の
根
幹
で

あ
る
国
県
市
道
の
道
路
改
良
に
取
り

組
み
、
県
道
二
本
の
国
道
昇
格
を
実

現
、
幸
い
去
る
四
月
三
十
日
国
道
二

五
三
号
線
（
十
日
町
－
六
日
町
）
の

開
通
式
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
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28人の新市議決まる
半数が新人

市議会議員を紙上でご紹介します

矢ロ重雄
　1，936

醗翻翻
風間又五郎　直橋桂作　石坂正隆

　1，095　　1，133　　1，201
大島良作
　1，094

市議会議員選挙結果

当日有権者数　32，834

投票者数31，198

棄権者数　1，636

投票率95．02％

越村勝治　　滝沢重治
　1，046　　　　　　　1，062

富井康貝

　1，026

泌鍵
丸山尚政　竹内　真
　998　　　　1007

繍1
・林正俊　　村山勝平

　949　　　　952
小海徳治

　945
佐藤利雄

　936

産
業
の
振
興
と
生

活
環
境
の
整
備
、

市
庁
舎
の
建
設
、

市
民
会
館
の
着

工
、
防
雪
モ
デ
ル

都
市
の
指
定
、
用

途
地
域
及
び
準
防

火
地
域
指
定
の
決

定
な
ど
、
多
く
の

重
点
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
ひ
と
え

に
市
民
各
位
の
絶

大
な
る
ご
協
力
の

た
ま
も
の
と
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
と
し
て
は
、
思
い
残
す
こ
と
な

く
、
春
日
市
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
市
勢
の
飛
躍
的
発
展
の
た

め
の
重
大
事
業
が
山
積
し
て
葡
り
、

本
格
的
に
手
を
加
え
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
段
階
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
　
春
日
市
長
は
、
新
し
い
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
人
格
識
見
と
も
優
れ
た
方

で
あ
り
、
織
物
産
業
、
商
工
振
興
、
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根津新作

　935
佐藤誠一
　　928

橘本貞一

　914
斉木正義

　896

蕊
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
島
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大「清

3
　
　
熊
8

樋造幸
40
子
8

金

li

農
業
政
策
の
間
題
な
ど
、
市
民
各
位

と
膝
つ
き
あ
わ
せ
た
研
究
の
な
か
か

ら
、
そ
の
解
決
の
途
を
見
出
し
て
い

く
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
今
後
㎜

十
日
町
甫
発
展
の
重
要
問
題
に
つ
い

て
、
新
市
長
を
も
り
た
て
、
ご
協
力
く
剛

だ
さ
れ
、
共
々
市
勢
発
展
に
ま
い
進
㎜

さ
れ
ん
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
㎜

　
な
お
市
民
各
位
の
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
　
【
笑
顔
と
拍
手
で

法
ら
れ
る
村
山
前
市
三
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岡村清一
　　837

土
木
工
事

入
札
結
果

の市
工

口

池田金策　　中町忠雄　　須藤誠也　樋ロ政太郎　関谷儀助　吉田正三

　　795　　　801　　823　　　828　　833　　837
　　　　　　　　　【注】　少数点以下の得票数は省略
m”lllml”II照舘i”1”1重””lll”lmll””“”1”認II”髄1”II翻ll”lllm””1”li””1”lml”lll”””“”1”1””llll“”li”””ll川Illl”lll”””i””［llll””””“”“II

〈
四
月
七
四
日
〉

▽
当
間
宮
坂
線
、
当
間
橋
梨
換
工
事
（
当
間
地
内
）
落
札
額
三
百
三

　
十
八
万
円
、
薄
札
者
・
昭
和
建
設

▽
本
町
西
線
道
路
補
修
工
事
（
八
幡
田
町
地
内
）
落
札
額
三
百
三
十

　
万
円
、
落
札
者
・
上
越
舗
道

▽
細
尾
天
池
線
、
天
池
橋
架
換
工
事
（
天
池
地
内
）
落
札
額
三
百
九

　
十
四
万
円
、
落
札
者
・
村
山
組

▽
菅
沼
落
ノ
水
線
、
道
路
改
良
工
事
（
池
ノ
平
地
内
）
落
札
額
三
十

　
ヒ
万
円
、
落
札
者
・
村
山
土
建

〈
四
月
三
十
日
〉

▽
川
治
小
学
校
増
築
工
事

場
　
所
　
川
治
小
学
校
地
内

　
落
札
額
　
三
千
四
百
三
十
万
円
　
　
落
札
者
　
新
川
屋
建
設
工
業

〈
五
月
七
日
〉

▽
南
中
プ
ー
ル
新
設
工
事

　
落
札
者
　
南
雲
土
建
　
　
落
札
額
　
七
百
十
五
万
円

▽
十
日
町
小
ス
テ
ー
ジ
新
設
工
事

　
落
札
者
　
丸
山
工
務
所
　
　
落
札
額
　
五
百
四
十
五
万
円

徳
永
さ
ん
が
総
理
大
臣
表
彰

神
明
町
徳
永
泰
三
倹
こ
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
国
勢
調
査
員
と

し
て
活
躍
、
功
績
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
こ
の
ほ
ど
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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‘朔日猛わが身に1
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一鱒醇・
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　　　　、、一、ご＿．＿！

　　‘＠しみの交飛邸胡【｝

市内交通事故発生状況

と
較
減

一
年
比

前
の
増

年
期

皿
前
同

τ
64．30現在

o

リワ
ー’
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住
み
よ
い
豊
か
な
都
市
づ
く
り

昭
和
四
十
六
年
度
予
算
は
、
去
る
三
月
十
五
日
の
市
議
会
定
例
会
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
一
般
会
計
十

九
億
†
七
万
円
、
総
額
二
十
二
億
八
千
百
十
五
万
四
千
円
と
い
う
大
型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
予
算
の
内

容
に
つ
い
て
は
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
三
月
号
で
も
わ
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
二
十
二
億
八
千
百
十

五
万
四
千
円
で
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
つ
ぎ
に
み
て
見
ま
し
ょ
う
。

4

傾
三
・

”：
一

1
」　

9

0
　
■

　
議
決
さ
れ
た
昭

和
四
十
六
年
度
予

算
は
、
一
般
会
計

で
＋
九
億
＋
七
万

円
で
、
国
保
、
直
診

会
計
な
ど
特
別
会

計
を
合
わ
せ
る
と

二
十
二
億
八
千
百

十
五
万
四
千
円
と

い
う
大
型
予
算
と

な
り
ま
す
。
（
水

道
事
業
会
計
を
除

く
）
　
一
般
会
計
は
四

＋
五
年
度
の
当
初

予
算
に
比
べ
て
、

四
億
二
千
九
百
六

十
九
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
内
訳
は

歳
出
で
は
総
務
費

が
全
体
の
二
十
三

％
で
す
が
、
総
務

費
の
な
か
の
市
民
会
館
建
設
費
九
％

を
除
く
と
、
土
木
費
が
ト
ッ
プ
で
十

八
％
、
つ
い
で
教
育
費
†
六
％
、
民

生
費
十
六
％
、
衛
生
費
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
税
六
億
二

千
六
百
九
十

三
万
円

　
各
款
別
の
主
な
内
容
を
み
ま
す
と

ま
す
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
で
あ
る

市
税
は
全
体
の
三
十
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
市
税
は
市
民
税
所
得
割
の
標
準
税

率
化
に
よ
っ
て
五
千
三
百
万
円
の
減

　
　
　
　
ご

収
と
な
り
、
さ
ら
に
基
礎
控
除
の
引

き
あ
げ
な
ど
に
よ
っ
て
、
千
五
百
万

円
の
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
市

税
総
額
六
億
二
千
六
百
九
十
三
万
円

で
四
十
五
年
度
に
比
べ
て
八
千
八
百

四
十
二
万
六
千
円
増
え
て
い
ま
す
。

う
い
で
地
方
変
付
税
は
、
全
体
の

4月から医療費無料も
6厳以上寝たきり老人に

　65歳以上の寝たきり老人の医療費が・4月1日から無料にな
りました。これは、いったん個人負担分を医療機関に支払って
いただきその相当額を市が本人に支給する制度です・
　この制度は本人の申請に基づき・審査の結果「老人医療証」
を交付するもので、あくまでも、申請を受理した日から有効と
なりますので、該当者は早めに申請してください。
▲該当者一3ヵ月以上寝たきりで日常生活をするのに他人の世

話を必要とする65歳以上の老人で、国民年金法による老令福祉

年金の所得制限以下の人。

▲助成の対象となる医療費一本人の一部負担金のうち、他の法
律で助成されるものや附加給付を除レ’た金額を助成します。

　ただし、差額ペット使用料、薬の容器代、往診に要する交通
費などは対象となりません。
▲助成金請求手続き一　←う市社会福祉事務所に認定申請をする。

口認定された場合は本人に1老人医療証」を交付する・
（コ保険証、老人医療証を提示して医療機関の診察をうける。
四医療機関に一部負担金を納入して受領証をもらう。

㈲受領証を添えて市社会福祉事務所に申請するなどとなります。

　　　　ギヤツチベツトを無償貸与　4月から實施
　市は65歳以上のねたきり老人で低所得の者にギャッチ特殊ペ
ツトを無償貸与します。

　希望者は市社会福祉事務所へお申し込みください・

二
十
七
％
の
五
億
四
百
二
十
万
円
で

四
ヤ
五
年
度
に
比
べ
一
億
六
百
五
十

二
万
四
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
主
な
原
因
は
国
税
が
著
し
く

伸
び
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
国
庫

支
出
金
は
全
体
の
十
二
％
を
占
め
二

億
三
千
二
百
一
万
八
千
円
と
四
十
五

年
度
に
比
べ
三
千
四
百
四
十
三
万
四

千
円
増
え
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
七
％
で
一
億
四
千
三
百
八

十
万
円
計
上
し
ま
し
た
が
、
市
民
会

館
建
設
事
業
債
、
市
道
整
備
事
業
債

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対

策
を
推
進

　
歳
出
は
総
務
費
が
四
億
四
千
三
百

五
十
一
万
七
千
円
と
全
体
の
二
十
三

％
を
．
白
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
な
か
に
は
今
秋
完
成
予
定
の

市
民
会
館
一
億
G
千
万
円
、
土
地
の

先
行
取
得
を
は
か
る
た
め
の
土
地
開

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

発
基
金
四
千
万
円
、
変
通
対
策
費
四

百
五
十
五
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
は
、
さ
ら
に
交
通
安
全
対
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
常
勤
交

通
指
導
員
の
設
置
な
ど
で
、
四
十
五

年
度
に
比
べ
二
百
六
十
四
万
円
増
え

て
い
ま
す
。

十
九
万
円
、
都
市
公
園
四
百
七
十
万

円
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
住
宅
関

係
と
し
て
二
千
四
十
万
円
計
上
し
大

黒
沢
団
地
に
公
鴬
住
宅
十
二
戸
の
建

設
に
着
手
し
ま
す
。

中
学
統
合
整

備
委
を
発
足

　
教
育
費
は
全
体
の
十
六
％
を
占
め

三
億
六
百
四
万
円
で
十
日
町
小
学
校

ス
テ
ー
ジ
新
築
工
事
、
十
日
町
小
学

校
、
南
中
学
校
プ
ー
ル
な
ど
四
力
校

プ
ー
ル
新
設
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
中
学
校
の
適
正
化
を
は
か
る

た
め
中
学
校
整
備
統
合
研
究
委
員
会

豪
雪
対
策
を
推
進

　
つ
い
で
土
木
費
が
三
億
四
千
三
、
百

六
十
一
万
一
千
円
を
占
め
、
う
ち
市

道
の
整
備
、
道
路
、
橋
架
を
あ
わ
せ

て
昨
年
よ
り
三
千
八
百
万
円
も
多
く

一
億
四
千
八
百
万
円
で
市
内
全
域
に

わ
た
る
市
道
の
整
備
を
図
る
予
定
で

す
。
　
ま
た
豪
雪
対
策
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
雪
害
対
策
関
係
に
三
千
九

百
五
ヤ
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
都
市
計
圃
関
係
八
干
五
百
九

十
一
万
円
の
う
ち
、
生
活
環
境
を
整

備
す
る
た
め
の
都
市
下
水
路
九
百
七

292，0σ1

210，580

【
り8▽り吻1

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
未
解
決
で
あ
っ
た
ス
キ
i
場

の
建
設
は
本
年
度
完
成
の
見
と
お
し

が
つ
き
六
百
八
万
四
千
円
計
上
し
て

い
ま
す
。七
十
五
歳
以

上
の
老
人
に

九
割
補
助

　
民
生
費
は
三
億
二
百
二
十
六
万
七

千
円
で
四
t
血
年
度
に
比
べ
て
二
千

六
百
七
十
九
万
三
千
円
増
え
て
い
ま

61，690

32，999

16，598

　　　274

市　　民　　税

固定資産税

軽自動車税
たばこ消費手見

電　気・ガス税

都市計画税

木材引取税

す
。
　
こ
れ
は
生
活
保
護
費
の
増
加
、
ね

た
き
り
老
人
の
扶
助
、
児
童
手
当
、

重
度
心
身
障
害
児
手
当
、
老
人
性
白

内
障
手
術
費
の
補
助
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
ヒ
十
五
歳
以
上
の
老
人
が
医

者
に
か
か
っ
た
場
合
九
割
補
助
を
実

施
す
る
た
め
（
国
保
七
割
＋
老
令
者

医
療
扶
助
二
割
）
本
年
あ
ら
た
に
老

一令
者
医
療
扶
助
制
度
を
設
け
六
百
万

円
の
予
算
を
計
上
。

　
さ
ら
に
下
条
保
育
所
を
本
年
四
月

一
日
か
ら
開
設
し
、
八
百
七
†
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
公
害
対
策
費

　
　
を
新
設

　
衛
生
費
は
一
億
百
十
二
万
六
千
円

で
火
葬
場
炉
改
造
工
事
な
ど
の
ほ
か

汚
水
、
騒
音
、
振
動
な
ど
公
害
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、
あ
ら
た
に
公
害

対
策
費
六
．
百
十
九
万
円
を
計
上
し
、

へ
き
地
急
患
搬
送
用
に
ス
ノ
ー
ボ
ー

ト
十
台
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

三吃会蓉官’建設費

　　　　　　　　171．491

道
路
改
良
工
第
及
ぴ
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
一
二
〇
、
六
八
○

都　橋
市梁
　新計　、没
画賢
費　費

八　二
五　七
九　四

総務費

　　　443，517

、　23％

その他50，6033％

消防費78，1724％

公債獺
繋，％

土木費

343，611

7歳出、

総額
900，170

　千円ノ

民生費

302，267

　　16％

響
101，126
　　　5％

農林水産業費87，440　5％

圃場整備事業5，000

苗場山ろく開発事業1，3邸

林業構造改善事業17，1δ9

教育費

306，040

L　16％

改
善
事
業
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
、

本
年
度
は
畜
産
養
蚕
振
興
対
策
の
ほ

か
特
産
振
興
対
策
を
重
点
に
さ
ら
に

林
業
構
造
改
善
の
た
め
の
費
用
を
千

七
百
十
九
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

特
産
振
興
対
策
を
重
点
に

　
農
林
水
産
費
は
八
千
七
百
四
＋
四

万
円
で
二
千
百
十
万
丑
千
円
滅
額
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
農
業
構
造

’
己
ト
じ
ノ毛辱

1！『

626．930

504・200　歳入
　27％　総額　33％
　　　　　1，900，170

国庫支串金　　千円

232，018　　　　　市債
L　12％　　　　　　　　　　　　　　　　　　143，800

繊

地ノ∫交付税

1∫民会館・建，没

　　　　　　　　100，0QU

災害復旧
　　　　　　　　　49000

繰越金　93，2435％

生活保一，蔓

　　　　102，360

学校建設
　　　　　13，207

昭
和
4
6
年
度
予
算
の
重
点

、
籔
饗
促
進
k
民
生
の
轟
難
難
代
化

繰越金80，9904％

県支出金53，4023％

寄附金37，3102％

自動車取得税交付金13，0001％

四
、
生
活
環
境
の
整
備
と
住
民
負
担

の
軽
減

五
、
豪
雪
対
策
の
積
極
的
な
推
進
。

市民税
を減税
尼馨補施ア
絶鐘助麹
（円）辛三1
蔀24）　壷　　　害唖　ド

　干

夫
婦
と
子
ど
も

三
人
の
標
雌
世
帯

で
、
年
間
百
万
円

の
給
与
収
入
を
得

て
い
る
は
帯
が
納

め
る
一
ヵ
年
の
市

民
税
額
は
、
昭
和

四
十
二
年
と
昭
和

四
＋
六
年
の
五
ヵ

年
間
を
比
較
し
ま

す
と
、
つ
ぎ
の
と

お
り
大
幅
に
減
額

さ
れ
ま
し
た
。

1人当りの平均市民税額

（3，19613）

老人対策費
　　128，450

扶　助　費
　　　127．950

小学校建設費70，621

中学校建設費12，180

費77，2654％コ』焔

六
万
五
千
円
で
全
体
の
四
％
を
占
め
・
っ
て
い
ま
す
．

て
い
ま
す
が
、
織
物
産
地
構
造
改
善

嚢
蕩
金
の
増
額
・
中
小
企
嚢
　
特
別
会
計
の

備
改
善
資
金
の
増
額
の
ほ
か
新
た
に
　
概
要

商
店
街
近
代
化
の
た
め
ア
ー
ケ
ー
ド

施
設
の
三
力
年
三
割
補
助
金
を
計
上
　
　
つ
ぎ
に
特
別
会
計
の
歳
出
面
は
国

し
、
さ
ら
に
水
資
源
確
保
の
た
め
信
保
会
計
で
本
年
度
か
ら
助
産
費
一
万

濃
川
流
域
地
下
水
調
査
費
な
ど
を
新
円
、
葬
祭
費
五
千
円
給
付
を
実
施
し

規
に
計
上
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
事
業
会
計
は
差
引
二
百
五
十

救
急
自
動
車
　
万
円
の
収
益
覧
込
ん
で
い
手
が

を
購
入
　
　
　
第
二
期
嚢
毒
も
四
＋
葦
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
了
し
給
水
戸
数
六
千
七
自
余
り
を

　
消
防
費
は
七
千
八
百
十
七
万
二
千
予
定
し
て
い
ま
す
。

円
で
全
体
の
四
％
を
百
め
て
い
ま
す
　
　
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
現
在
ま
で

が
、
本
年
度
は
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
に
九
ヵ
所
設
け
ま
し
た
が
、
本
年
度

（
四
台
）
購
入
に
百
九
十
八
万
三
千
は
姿
簡
易
水
道
に
千
六
百
万
円
計
上

円
、
救
急
自
動
車
の
更
新
な
ど
と
な
し
ま
し
た
。

20，000

（2，613）（2・72

（1，908）

15，000 昭和42隼 1乳500円
昭和43年 13．140円
昭和44年 9，110円
昭和45年 4，710円
昭和46年 1，460円

10．0

5，000

金

年
度

42 43 44 45 46

標
準
世
帯
・
給
与
収
入
㎜
万
円

に
対
す
る
市
民
税
額

罰翻鯉

川に■ミ…を捨てな“
　よう醒こしましょう

きれ“な川は市民の誇リです
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疹卵

す
わ
！
地
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

そ
ん
な
時
の
用
愚
に

み
ん
な
で
避
難
コ
ー
ス
と
’

避
難
場
所
を
た
し
か

め
て
お
き
ま
し
ょ
う

絶
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σ ’
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　ス
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四
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と
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鵬
号
線
（
＋
旧
廻
日
町
）
が
開
通

総
事
業
費
冊
億
5
千
万
円

　
地
域
住
民
待
望
の
一
般
国
道
二
五

三
号
線
改
良
舗
装
促
進
期
成
同
盟

会
（
会
長
村
山
謙
吉
）
は
、
去
る
四

今
秋
ま
で

月
三
†
日
午
前
十
一
時
か
ら
現
地
の

控
木
地
内
で
開
通
の
テ
ー
ブ
カ
ッ
ト

を
行
な
い
、
同
日
午
後
一
時
か
ら
六

淘
曽
騒
認
曝
騰
醐
●
．
“
鵠
鵠
9
5
認
髄
鶉
一
”
闘
器
”
”
o
●
認
騙
器
鱒
認
脚
”
鱒
器
89
認
器
附
器

ヨ

…
皿
市
内
の
河
川
の
汚
濁

　
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
説
明
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
二
）

　
　
〔
答
〕
市
内
の
河
川
の
汚
濁
防
止

糊
　
対
策
に
つ
い
て
、
前
回
三
つ
の
柱

・
・
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

…
…
①
こ
の
う
ち
第
一
の
柱
で
あ
る

…
…
公
共
卜
水
道
の
建
設
に
つ
い
て

市
報
と
お
か
ま
ち
四
月
号

（
一
七
四
号
）
に
、
そ
の
基

本
計
画
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

253号線（十日町一六3町）の開孟式（控率地内）

排
水
規
制
法
で
指
定
す
る
特
定
施

設
か
ら
、
后
水
を
排
出
し
て
い
る

工
場
が
八
十
二
工
場
あ
り
ま
し

た
。
　
内
訳
は
、
繊
維
工
業
関
係
が
七

十
八
工
場
、
食
糧
品
製
造
業
そ
の

他
が
四
工
場
で
し
た
。

　
施
設
別
で
は
、
染
色
機
・
同
槽

精
練
機
・
同
槽
が
四
百
九
†
基
と

闘
”
”
”
囎
開
閃
”
闘
o
o
闘
認
”
鱒
”
闘
鱒
輔
闘
闘
朋
鴨
”
”
”
”
”
”
闘
”
”
”
岡
”
”
”
闘
”
”
闘
”
岡
”

噸
』｛

全
面
舗
装

　
日
町
体
育
館
で
開
通
祝
賀
会
を
開
き

　
ま
し
た
。

　
　
祝
賀
会
は
管
内
土
木
事
務
所
を
は

　
じ
め
十
日
町
市
、
湯
沢
町
、
大
和
町

　
六
日
町
な
ど
の
関
係
者
約
百
八
十
人

　
が
集
ま
の
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
国
道
二
五
三
号
線
（
十
日
町
－
六

　一日

町
）
の
道
路
改
良
工
事
は
、
昭
和

　
三
セ
三
年
か
ら
昭
和
四
†
五
年
度
の

　
十
三
年
間
に
国
県
費
テ
八
慮
五
千
百

　
八
卜
九
万
三
千
円
の
巨
費
を
投
じ
て

　
開
通
し
た
も
の
で
、
十
日
町
1
六
日

　
町
間
を
車
で
二
十
分
で
行
け
る
こ
と

　
に
な
り
、
さ
ら
に
こ
の
二
五
三
号
線

　
は
、
今
後
関
東
経
済
圏
へ
の
動
脈
と

　
し
て
大
き
な
役
割
を
巣
た
す
こ
と
に

　
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
昭
和
四
丁
六
年
に
三
億
五
千

　
五
百
万
円
の
予
算
で
道
路
の
舗
装
や

　
ス
ノ
ー
シ
ェ
ー
ド
を
実
施
す
る
こ
と

　
に
な
り
、
今
秋
ま
で
に
レ
ー
日
町
…
六

　
日
朗
問
が
全
面
舗
装
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
さ
れ
る
た
め
市
、
織
物
組
合
、
染
蹴

髄
鱒
器
”
認
認
髄
認
開
”
器
”
朋
器
闘
認
器
”
”
。
・
鴨
器
謂
岡
器
“
認
”
”
”
謂
髄
器
麗
闘
明
一
翫

　
て
、
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
参

…
㎜
照
し
て
く
だ
さ
い
。

㎜
㎜
②
本
項
で
は
、
第
二
の
柱
で
あ

㎜
…
る
汚
水
発
生
源
工
場
に
お
け
る
一

…
…
次
処
理
の
実
施
に
つ
い
て
補
足
し

㎜
㎜
ま
し
ょ
う
。

　
　
昨
年
六
月
県
公
害
課
と
共
同
で

㎜
㎜
実
施
し
た
実
態
調
査
で
は
、
工
場

ゼ
器
罷
跳
l
I
馨
讐
鯉
”
”
”
髄
藷
韓
”
轟
鵠
躍
巽
聾
・
・

ほ
と
ん
ど
を
面
め
て
い
ま
す
か
ら

汚
水
発
生
．
源
工
場
の
第
一
次
処
理

は
、
染
色
・
精
練
関
係
の
廃
液
処

理
が
中
心
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
こ
の
七
月
一
日
か
ら
「
信
濃
川

水
域
」
の
水
質
基
準
が
適
用
（
市

報
三
月
号
（
一
七
三
号
）
参
照
）

色
整
理
組
合
が
協
力
し
て
、
汚
水

の
処
理
装
置
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
染
色
廃
液
で
は
脱
色

方
法
が
間
題
で
あ
り
、
精
練
廃
液

で
は
溶
解
し
た
諸
成
分
を
、
浮
遊
物

質
の
除
去
法
が
問
題
で
す
。

　
し
か
し
現
征
ま
で
こ
の
種
の
装

　
　
置
が
開
発
さ
れ
て
い
な
い
の

　
　
で
、
織
物
加
工
部
で
、
脱
色

　
　
浄
化
装
置
の
協
同
現
地
実
験

を
実
施
し
て
お
り
、
実
験
を
積
み

重
ね
、
十
日
町
に
最
適
の
「
浄
化

装
置
」
を
選
定
す
べ
く
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
成
果
に
明
る
い
見
通
し
を
立
て

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
都
市
開
発
課
）

道
路
改
良
工

事
の
経
過

　
国
道
二
五
三
号
線
（
t
日
町
ー
六

日
町
）
改
良
工
事
は
、
昭
和
三
十
三

年
か
ら
昭
和
三
十
七
年
ま
で
に
特
殊

改
良
等
で
延
長
一
キ
。
層
二
千
万
円
で

実
施
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
八
年
に
特

殊
改
良
等
で
約
五
百
四
十
八
厨
を
実

施
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
昭
和
四
十

二
年
に
ト
ン
ネ
ル
延
長
千
百
七
十
酵

五
億
九
千
五
白
万
円
、
特
殊
改
良
工

事
等
一
億
二
十
七
万
二
千
円
、
昭
和

四
十
三
年
道
路
改
良
工
事
延
持
千
八

百
六
十
げ
竺
億
九
百
九
十
八
万
円
、

さ
ら
に
昭
和
四
十
四
年
延
長
三
千
七

百
六
十
八
・
五
麿
、
二
億
六
千
七
百

七
十
六
万
円
、
昭
和
四
十
五
年
度
改

良
工
事
延
長
三
千
六
百
九
麿
、
五
億

四
千
二
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
昭
和
四
十
六
年
度
は
道
路

、
函
粥
雛

改
良
工
事
と
し
て
二
・
億
八
千
九
百
万

円
、
舗
装
新
設
工
事
に
六
千
六
百
刀

円
の
計
三
億
梶
壬
五
白
万
円
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
豪
雪
記
録
写
真
史
」

編
さ
ん

郭3瓢　
　
近
年
の
道
路
除
雪
対
策
、
屋
根
の

瓢
　
消
雪
装
置
の
普
及
な
ど
、
雪
害
対
策

＝謝　
の
進
捗
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

竃瓢　
冬
期
の
様
柏
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て

臨　
い
ま
す
。

コ累　
　
都
市
開
発
課
で
は
、
豪
雪
と
力
強

　
く
取
組
む
市
民
生
紡
の
、
記
録
写
真

翫瓢
　
を
収
集
し
、
雪
害
対
策
の
歴
史
資
料

引畿　
と
し
て
市
役
所
に
残
す
た
め
「
豪
雪

雛　
記
録
写
真
史
」
編
さ
ん
の
準
備
を
昨

翫3　
秋
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

謝　
　
雪
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て

累瓢　
関
係
す
る
た
め
、
手
は
じ
め
に
こ
の

章　
冬
は
「
雪
と
変
通
」
を
テ
ー
マ
に
、

盟　
十
日
町
光
画
ク
ラ
ブ
（
酒
井
通
一
会

　
長
）
の
ご
協
力
を
得
て
取
材
を
進
め

蹴　
こ
れ
ま
で
に
越
冬
物
資
の
緊
急
輸
送

誹ユ

．
を
は
じ
め
、
約
三
百
点
の
記
録
写
真

を

〔
石
〕
生
ま
れ
か
わ
っ
た
国
道
二
五

三
号
線
〔
左
〕
道
路
改
良
工
事
は
罎

便
兼
行
で
行
な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
＼
ー
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
盛

　
　
　
　
　
　
薯
　
　
－
ろ

　
　
　
　
　
　
じ

　
ぽ
く
の
学
、
校
は
、
国
道
二
五
三
号

線
八
箇
入
口
か
ら
五
・
五
キ
。
層
地
点

の
木
造
建
の
小
さ
な
校
舎
で
す
。

　
で
も
学
校
内
は
い
き
い
き
し
て
い

義
μ’

る
。
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、
児
童

会
を
中
心
に
、
親
切
運
動
が
さ
か
ん

だ
。
「
親
切
を
す
な
お
に
ろ
け
る
の

も
、
親
切
だ
よ
」
と
言
い
合
い
親
切

を
し
た
り
、
う
け
た
り
し
で
．
い
る
。

ぽ
く
が
し
い
て
そ
う
じ
の
バ
ケ
ツ
を

も
っ
て
や
っ
た
ら
、
ど
ん
な
人
で
も

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
か

け
る
。

　
あ
り
が
と
う
と
い
わ
れ
る
と
、
と

て
も
う
れ
し
く
て
毎
日
や
ろ
う
と
思

う
。

　
ヅ
て
う
い
戸
つ
姿
ぱ
津
憾
く
た
ち
の
必
ナ
校

で
は
め
す
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ぽ
く
た
ち
の
親
切
コ
ー
ナ
ー
に
親

切
新
聞
や
、
親
切
賞
が
け
い
じ
さ
れ

る
た
び
に
、
み
ん
な
す
い
こ
ま
れ
る

よ
う
に
見
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
ぽ

く
た
ち
も
ま
け
す
、
よ
い
親
切
を
や

ろ
う
と
心
に
ち
か
い
実
行
し
て
い

る
。
ぼ
く
は
、
友
達
み
ん
な
が
大
人

に
な
っ
て
も
親
切
の
で
き
る
人
間
に

な
る
と
思
う
。
そ
れ
は
世
界
を
結
び

平
和
に
つ
な
が
る
。
ぽ
く
は
そ
ん
な

こ
と
を
じ
つ
げ
ん
さ
せ
た
い
。

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
の
下
に
国
道
二

五
三
号
線
が
通
っ
て
い
る
。
四
月
三

ぼ

く

だ
。
ぽ
く
た
ち
は
、
変
通
安
全
を
よ

び
か
け
た
り
、
み
ん
な
で
き
お
つ
け

て
い
ま
す
。

　
お
と
う
さ
ん
の
言
葉
の
中
で
町
と

の
差
が
な
く
な
る
と
あ
っ
た
か
、
町

と
の
差
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
い
。

　
国
道
は
で
き
る
し
、
八
偽
地
区
に

家
を
建
て
る
入
も
あ
る
。
八
箇
は
だ

ん
だ
ん
変
化
し
て
い
る
。
今
の
八
箇

の
ま
わ
り
は
緑
で
い
っ
は
い
だ
。
朝

と
て
も
す
が
す
が
し
く
、
勉
強
を
や

る
気
が
わ
い
て
く
る
。

の
学
校

八
箇
小
学
校
六
年

斉

十
日
国
道
の
開
通
式
が
あ
っ
た
の
で

お
と
う
さ
ん
に
国
道
の
開
通
に
つ
い

て
聞
い
た
。
「
立
ば
な
道
が
開
通
し

た
こ
と
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
町
と
の

産
業
経
済
、
文
化
の
変
流
が
さ
か
ん

に
な
り
、
観
光
に
も
大
い
に
役
立
つ

こ
と
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
八
箇
の

人
達
の
生
活
は
町
と
の
差
が
な
く
な

り
、
住
民
が
大
い
に
喜
ん
で
い
る
」

と
い
っ
て
い
る
。
で
も
ぽ
く
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
危
険
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
十
日
町
の
表
げ
ん
か
ん

な
の
で
車
が
た
く
さ
ん
通
る
か
ら

木

修

　
学
校
の
ま
わ
り
も
緑
で
い
っ
ぱ
い

な
の
で
、
緑
が
目
に
し
み
る
。
観
光

地
で
も
あ
る
八
箇
峠
の
な
が
め
は
そ

れ
こ
そ
秋
に
ま
さ
る
と
も
お
と
ら
ぬ

緑
の
美
し
さ
た
。
空
気
は
い
い
し
、

最
高
の
観
光
地
だ
。

　
学
校
の
み
ん
な
は
、
心
と
心
が
結

び
合
っ
て
い
て
と
て
も
な
か
よ
し

で
、
な
に
ご
と
も
協
力
し
、
助
け
合

っ
て
や
っ
て
い
る
。
み
ん
な
で
こ
の

ぼ
く
た
ち
の
学
校
を
な
お
い
っ
そ
う

か
っ
ぱ
つ
な
い
き
い
き
し
た
学
校
に

し
た
い
。

　
御
本
尊
の
像
高
は
百
七
・
五
移
材

光
背
か
ら
台
座
手
．
ふ
で
の
全
体
の
高
さ

は
百
九
十
移
・
屑
あ
り
ま
す
『
。

　
頭
上
宝
冠
に
は
ト
一
㈲
の
仏
様
を

い
た
だ
き
、
四
十
二
本
の
手
が
あ
り

ま
す
。
正
、
面
か
ら
拝
さ
れ
る
誰
に
で

も
親
し
ま
れ
や
す
い
ふ
く
よ
か
で
素

朴
な
慈
顔
、
仏
隊
全
体
に
あ
ふ
れ
て

い
る
神
秘
感
、
ま
た
側
．
面
か
ら
拝
さ

れ
る
衆
生
済
度
（
す
べ
て
の
人
び
と

を
救
う
）
を
祈
る
大
慈
大
悲
の
神
々

し
い
御
姿
は
、
こ
力
仏
像
独
自
の
尊

容
と
し
て
高
・
‘
、
評
．
価
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
桜
材
の
、
木
高
、
％
、
豊
か
な
体

躯
、
臼
土
と
朱
ノ
、
色
な
ど
は
神
像

彫
刻
に
通
す
る
趣
を
そ
な
え
、
藤
原

末
期
の
い
わ
ゆ
る
本
地
仏
（
神
仏
混

合
の
信
仰
に
お
い
て
神
の
も
と
い
で

あ
る
仏
）
と
し
て
彫
刻
史
上
か
ら
も

好
箇
の
遺
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
文
・
竹
内
遭
雄

（
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
院
教
授
）

醜1”1田”1

広
く
皆
さ
ん
の
．
こ
協
力
を

県の指定文化財となった

四日町神宮寺の観音様e

県の指定文化財とな，た

「十一面千手千眼観世音菩薩」
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風
ノ、

ゆダ帰

の

わ

㌃
1〆
．翻

の
提
供
を
う
け
て
い
ま
す
。

　
次
の
冬
の
テ
ー
マ
は
「
雪
と
建

物
」
を
ヤ
定
し
、
古
い
記
録
写
真
の

収
集
と
あ
わ
せ
て
取
材
を
進
め
、
三

年
計
画
で
編
さ
ん
を
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

　
す
で
に
十
日
町
写
友
会
（
湯
沢
喜
．

一
会
長
4
か
ら
、
豪
雪
記
録
写
真
ア

ル
バ
ム
（
三
部
作
）
器
贈
の
申
し
出
も

あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り
よ
い
「
，
豪
雪
記

録
写
真
喫
」
乙
す
る
た
め
、
市
内
で
雪
．

害
写
真
を
お
持
ち
の
方
で
お
貸
し
戴

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
雪
害
公
害
係
に

連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
係
昌
が
、
拝
借
に

伺
い
ま
す
。
な
お
本
年
の
取
材
写
頁

の
中
か
ら
約
五
†
点
を
選
び
八
月
下

旬
庁
舎
一
階
の
市
民
ホ
！
ル
で
、
第

一
回
の
展
、
爪
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
市
役
所
の
西
北
約
三
♂
材
の
と
こ

ろ
に
こ
ん
も
り
と
し
た
森
が
あ
り
ま

』
ず
。
こ
こ
は
千
年
の
歴
史
を
秘
め
て

一
い
る
四
日
町
神
宮
寺
の
観
音
様
の
森

で
す
。
四
日
町
の
観
首
様
と
い
え

ぱ
、
十
七
夜
の
お
祭
礼
と
「
馬
と
ば

せ
」
の
奉
納
競
馬
を
思
い
出
す
人
が

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
観
音
様
か
こ
ん
ど
県
の
「
指

定
文
化
財
」
　
（
重
要
文
化
財
）
と
し

て
四
月
五
日
、
止
式
に
決
、
定
、
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
に
お
い
て
仏
像
の
指
定

文
化
財
が
初
め
て
生
ま
れ
た
わ
け
で

す
。
観
音
様
の
正
式
の
お
な
ま
え
は

「
十
一
面
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
」

（
せ
ん
じ
ゅ
せ
ん
げ
ん
か
ん
ぜ
お
ん

ぽ
ざ

つ
）
と
言
い
ま
す
。

　
神
宮
守
の
西
い
記
録
に
よ
れ
ば
、

大
同
二
年
（
八
○
じ
）
こ
の
地
に
ご

来
迎
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
昨
年
い
ら
い
県
や
国
の
専
門
家
の

調
査
、
研
究
に
よ
フ
て
観
首
様
は
十

二
は
紀
、
藤
原
時
代
の
作
品
で
あ
る

こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

　
A
「
，
か
ら
約
九
百
年
の
む
か
し
の
こ

と
に
な
り
ま
ず
。
観
音
様
は
そ
れ
い

ら
い
郷
土
の
鎮
守
と
し
て
大
勢
の
人

び
と
の
信
仰
を
一
身
に
あ
う
め
て
今

日
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

鉢
の
い
し
ぼ
と
け

　
市
内
吉
田
地
区
の
鉢
部
落
に
「
い
し
ぽ
と
け
（
石
仏
）
」
と
呼
ば

れ
る
霊
域
が
あ
る
。
部
落
を
の
ぽ
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
き
ょ
う
あ
た

り
は
緑
の
匂
い
が
い
っ
ぱ
い
克
ち
こ
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
場
所
が
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
ま
か
ら

二
百
二
十
年
ば
か
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
市
内
土
市
部
落
の
観
泉
院

（
曹
洞
宗
）
で
出
塚
し
、
水
平
寺
な
ど
に
お
け
る
修
行
の
後
に
諸
国

を
廻
り
、
名
僧
の
名
が
高
か
っ
た
明
屋
有
照
（
み
ょ
う
お
く
ゆ
う
し

ょ
う
）
禅
師
が
、
尿
州
信
太
（
大
阪
府
泉
北
郡
）
の
蔭
原
寺
住
職
を

退
い
て
、
ふ
た
た
び
観
泉
院
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
、
暫
蒔
滞
任
の
の

ち
更
に
直
江
犀
方
面
へ
向
お
う
と
す
る
途
中
、
空
か
ら
不
思
議
な
光

（
天
灯
）
が
降
っ
て
く
る
の
を
眼
に
し
た
。
す
で
に
夜
に
な
っ
て
い

る
の
に
、
あ
た
り
が
真
昼
の
よ
う
に
明
か
る
く
な
り
芳
香
が
た
だ
よ

い
遥
か
に
鳥
の
声
ま
で
聞
こ
え
で
、
き
た
と
い
う
。

　
あ
ま
り
の
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
禅
師
は
、
思
わ
す
手
を
あ
わ
せ

て
祈
り
を
捧
げ
、
こ
の
地
に
留
ま
っ
て
仏
法
を
守
り
伝
え
よ
う
と
決

心
し
た
。
こ
の
話
を
耳
に
し
た
近
郷
近
在
の
人
た
ち
は
進
ん
で
協

力
を
申
し
出
て
、
小
さ
い
な
が
ら
も
落
ち
着
き
の
あ
る
小
庵
を
建
立

し
た
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
禅
師
が
天
灯
の
降
っ
た
と
こ
ろ
を
た
す
ね
る
と
、
ひ
と
つ
の
奇
妙

な
石
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
本
尊
と
し
て
「
い
し
ぽ
と
け
」
と
崇
め

庵
号
を
石
仏
山
と
称
し
た
。

　
こ
の
石
は
、
高
さ
九
十
五
移
層
の
砂
岩
質
の
自
然
石
で
あ
る
が
、

そ
の
特
異
な
形
か
ら
、
日
本
古
来
の
俗
信
に
よ
る
も
の
で
男
性
の

象
徴
を
形
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
と
か
、
逆
に
女
陰
そ
の
も
の
で
あ
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
民
俗
学
者
た
．
ち
の
興
味
を
誘
っ
た
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
も
、
嶺
師
の
発
見
し
た
当
時
は
「
占
ζ
、
か
ら
の
石
が
あ
っ
た

が
彫
刻
の
あ
と
も
な
く
、
誰
も
仏
と
呼
び
も
せ
す
、
も
ち
ろ
ん
敬
い

信
す
る
も
の
と
て
も
な
か
っ
た
と
、
石
仏
銘
碑
（
宝
暦
八
年
ー
一
七
五

八
）
に
述
べ
ら
れ
て
あ
り
、
む
か
し
は
村
人
に
と
っ
て
何
の
関
り
も

な
い
石
で
あ
一
だ
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
は
縁
結
び
・
安
産
の
お
守

り
を
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
の
伝
承
も
あ
り
、
遠
近
の
多
く
の
人
か
ら

尊
は
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
上
村
政
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
ッ
ト
・
阿
部
十
郎

賦霧覆

【
孤
尊
と
さ
れ
、
乱
い
る
「
い
し
ぽ
♪
け
」
】
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◎花道教室　　　　　　27日

◎茶道教室　　　　　　31日

◎社交ダンスクラブ　　26日

室
　
場

習
室
動

講
和
運

　　　川に：ゴミを捨てないで

□信濃川その他の河川敷等にゴミをすてないで

　ください。

・みんなが協力してきれいなまちにいたしまし

　ょう。　（清掃課）

　　　十日町市消防音楽隊員
　　　　　（消防団員クを募集

■市内在住者を対象に消防音楽隊員をつぎりと

　おり募集します。

・吹秦楽愛好者は、経験、未経験を問わずお申

　し込みください。

◎資　格市内在住の18歳以上の男壬

◎申込方法　電話または郵便はがきで住所、氏

　名、年令、勤務先（職業ノ等記入のこと。

◎申込先十日町市消防署（電話2－2450）

◎締め切り　昭和46年6月中旬。なお申込者に

　　　　対する面接期口等は、後日連絡い

　　　　　たします。

■辻会福祉事業に寄付（敬称略）

高田町1　川上一郎　　5万円（香典返し）

田中西　川崎芳夫　　　447円

神明町　十交タクシー従業員一同

　　　　　　　1，149円（交通遺児へ寄1寸）

本町！上服部慶円　　5万円

本町3杉本武　 4，QJO円
局田町3丁目東納税組合

　組含長　松岡庚三郎3，000円

　　　　　停電のおしらせ
■5月27目　午前9時～正午まで

　栄町（青柳工場通り）～高山飯林間

　　　　郵便受箱をあっ旋
■十日町郵便局は市政事務嘱託員を通じ、郵便

　受箱をあっ旋しています。

　希望者は、中込，碁に記入の上お近くのポスト

　に投かんください。

　・価洛700円
　・申込書到着順に1、1シ員が各戸へ配達し、代金

　引換えでお渡しします。

その他不明の．・撤よ十日町郵便局（電話2－23Q

Q番）へお問い合わください。

　　献血車（ゆうあい号）の日程

・期日　6月8日　午前ゆ時～正午まで

　　　　　　午後1時～午後3時まで

・場所　山本町5丁目

　　　　　　関芳織物（株）女子寮

　　　市民サイクリンケのお誘い

■市教育委員会は、第7回r県民スポーツの

　日」行事の一環として、地域住民の体力づく

　りをはかるため、市民サイクリングを実施し

　ますので多数ご参加ください。

■申し込みは市民体育館または最寄りの自転車

　組合加盟店でも受けつけますので、5月25日

　までにお申し込みください。

・期　　日　6月6日午前8時30分集合

　（雨天の場合6月i3日に延期）

・集合場所　市役所前広場

・コース　（ゆき）市役所前～千手～上野～

節黒城堤、（かえり）節黒誠祉～上野～下条

～中条～市民体育館

・参加資格　市内在住の小学校5年生以上の者

・自転車　一般自転車及びサイクリング車

・服装特に規制しないがサイクリングに適

　したもの

・25日　下条婦人学級　　　　下条地区公民館

・25日　青年学級全体学習　　　　　　　本館

・25日　午後1．00～4．OO十日町地区委貝会

　　　　　　　　　　　　　　　本館
・26口　新成人学級（テーマ、性について）本館

　　身障者の軽自動車税減免「こついて

■身体障害者の軽自動車税の減免の取り扱いが

45年度より一部変更になりました、

●減免を受ける場合は、軽自動車税の納期限

　前7日までに減免申請をしてください。

　　（詳細は回覧をごらんください）

●減免手続きは、身障者手帳、運転免許証、

　印鑑、納税通知書を持．）て税務課へおいで

　ください。

●不明の点は税務課軽白動車税係にお問い合

　わせください。

　　　危険物取扱主任者試験

　　　受験準備講習会を実施
　県は7月4日（日）危険物取扱主任者試験を

実施する予定です。

　危険吻安全協会は、この試験に備えて受験準

備講習を5月21目、22日両11市役所四階会議室

で開催します。受験希望者は市消防署に至急申

し込んでください。

　　　土地立入りについてご協力を

■建設省北陸地方建設局ては、建設省職員が因

　道H7号線、252号線の現況計画線調査、地質

　実測線調査等でつぎの関係部落の所有土地内

　に立入りますので関係部落民の脇力を求めて

　います。

■252号線関係部落、中条北原、市之沢、嘉勝

　轟木、焼野、魚の田川

旧日7号線関係部落　　太田島地内

竣
鶴
炉
　
　
　
“
照
和
四
セ
湘
パ
年
度

灘
＋
日
滞
の
成
人
式

難聯

撰鯖吾

灘
瞭
　

騨
饗
騨
難
撚
灘
雛

く
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。　
式
は
、
教
育
委
員
会
賞
一
席
、
宮

沢
健
二
さ
ん
の
コ
一
十
才
の
詩
」
の
、
録
」
の
入
選
発
表
な
ら
び
に
表
彰
が

朗
読
か
ら
始
ま
り
、
　
「
二
十
才
の
記
あ
り
、
成
人
者
に
ょ
る
「
若
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
翠
”

　
　
　
　
　
　
　
　
騨
㌧
ジ
景

　
　
　
　
　
　
　
縣
．
纒
縢
灘
懸
醗
齪
麟
斌

「
O

翻，

剛
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

ち
」
の
歌
斉
唱
や
、
評
論
家
古
谷
綱
武

（
ふ
る
や
つ
な
た
け
）
氏
の
記
念
講

演
「
し
あ
わ
せ
に
な
る
人
」
な
ど
が

あ
っ
て
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
な
お
コ
一
十
才
の
記
録
」
の
入
選

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
賞
一
席

　
十
日
町
市
民
と
し
て
思
う
こ
と

　
　
飯
塚
　
茂
夫
（
水
沢
南
雲
）

▽
同
二
席

　
わ
た
し
の
青
春

　
　
柳
敏
博
（
六
箇
山
谷
）

▽
議
会
賞
一
席

　
こ
ん
な
仕
事
に
う
ち
こ
み
た
い

　
　
大
津
　
政
晴
（
中
条
三
ツ
山
）

▽
同
二
席

　
青
年
と
し
て
訴
え
た
い
こ
と

　
　
福
島
　
　
至
（
水
沢
珠
川
）

▽
教
育
委
員
会
賞
一
席

二
＋
才
の
詩

　
　
宮
沢
健
二
（
水
沢
小
黒
沢
）

▽
回
席

　
こ
ん
な
仕
事
に
う
ち
こ
み
た
い

響　霧

▽
盾
二
腔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
二
十
才

　
初
め
て
選
挙
権
を
得
て
　
　
　
　
　
　
　
尾
身
か
お
る
（
吉
田
鉢
）

　
　
池
田
国
桝
洋
一
（
高
旧
町
）
　
　
一

　
　
消
防
車
二
十
七
台
が
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
季
消
防
演
習

馴
恒
例
の
春
季
消
防
演
習
は
天
候
に
演
習
が
あ
り
、
春
日
市
長
は
「
郷
土

恵
ま
れ
、
市
役
所
前
広
場
に
二
十
九
愛
レ
」
隣
人
愛
で
五
万
市
民
の
生
命
財

台
の
消
防
自
動
車
と
千
二
百
八
人
の
産
を
守
り
、
何
等
の
報
酬
も
求
め
な

消
防
団
員
が
集
合
し
ま
し
た
。
　
　
　
い
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
敬
意
と
感

麟
消
防
演
習
は
、
市
中
行
進
や
放
水
謝
を
さ
さ
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

　
　
羽
鳥
久
子
（
本
町
｝
丁
目
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
賞
一
席

わ
た
し
の
青
春

　
　
長
津
　
静
夫
（
川
治
）

▽
同
二
席

　
初
め
て
選
挙
権
を
得
て

　
　
池
田
国
桝
洋
一
（
高
旧
町
）

▽
公
民
館
長
賞
一
席

わ
た
し
の
青
春

　
　
滝
沢
　
幸
英
（
中
条
四
日
町

▽
回
席

詩
二
＋
才

　
　
尾
身
か
お
る
（
占
田
鉢
）

毎
月
1
0
日
は
火
の
用
心
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
f
ー
－
　
」
月
目
月
刀
は

繕懸熱鑛
－
蕩
．
灘
勤
蟹

し
、
そ
の
あ
と
表
彰
式
や
来
賓
祝
辞
し
〃
が
六
月
五
日
午
後
七
時
か
ら
お

な
ど
が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。
　
　
　
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
【
写
真
は
規
律
訓
練
で
答
礼
を
　
　
　
こ
と
し
は
織
物
関
係
者
だ
け
で
な

　
受
け
る
春
日
市
長
】
　
　
　
　
　
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ふ
だ
ん
着
の

　
－

I

－
i
－
ー

1
－
ー
　
　
ま
ま
で
、
結
構
で
す
の
で
お
気
軽
に

小
唄
ま
つ
り
　
論
し
て
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
出
発
午
後
七
時
　
セ
ン
タ
ー
ク
ロ

　
　
　
“
民
謡
流
し
4
に
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
～
諏
訪
町
～
諏
訪
神
社
境
内

　
　
参
加
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
出
発
午
後
七
時
　
滝
文
趣
～
諏
訪

恒
例
の
小
唄
ま
つ
り
”
民
謡
流
　
　
　
神
社
境
内
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麟、熊繍繍繍熱li繍1繍繍1

　さて、一体どれくらい年金がもらえるのでしょうか。

　①どんな年金がもらえるのかをみてみましよう

　右図の斜線の部分（AおよびB）が経営移譲隼金で綱

の目の部分Cが農業者老令年金です。

　白の部分（DおよびE）は国民年金の所得比例給付と

定額給付ですが、これも65才から給付がはじまります。

　経営移譲した人は、65才からは、E、D、Cの3階建

の年金をもらうことになります。

　②年金の額は

　臼）経営移譲年金は、60才から65才になるまでと、65ど

以降の2本立てとなっており、（1）60才～65才になるまで

の分は、800円に保険料納付済月数を乗じた額です。

（例800円×240円（20年）＝192，000円（年額）……月

額にして16，000円

　（2）65才以降の分は、80円に保険料納付済月数を乗じた

　額で、（1）の1割ということです。

　⑰農業者老令f卜金は、65才から終身一本立てで、200

　円に保険料納付済月数を乗じた額となります。

（例200円×24り円（20年）＝48，000円（年額）……月額

にして4，000円

　この例のように、農業者年金の最砥資格期間201Fの人

が、60才で経営移譲すれば、経営移譲年金16，QOO円（月

額）Aの給付がはじまり、そしてその人が65才になると

国民年金の定額給付9，600円Eと、同所得比例給付3，6QO

円Dそれに、経営移譲の有無にかかわらず給付される農

業者老令年金4，000円Cおよび、これまで受けてきた経

営移譲年金の1割1，6QQ円Bの合計月額18，8QO円が支給さ

れることになります。

　65才になっても経営移譲しなかった人は、経営移譲給

付のi割に相当する1，600円がありませんから月額i7，200

円の給付をうけるということです。

　これまでみてきましたようにこの年金は経営移譲の促

進を政策目標にしていますので経営移譲した人にはとく

に有利になっておりますが、経営移譲しなかった人に対

しても、保険科の掛げすてにならないよう自分の納めた

保険料と利息分が返ってくる仕くみがとられておりま

す。
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　これが65才から、経営移譲しなくても給付される農業

者老令年金にあたるわけです。

　これらの年金額は、将来、国民の生活水準等に合わせ

て改定されることになっています。　　　　　　（続）

＝＝＝訂正します一

　■昭和45年市報とおかまち10月号掲載の農地法改正の

説明の中で旧十日町、旧中条村は下限面積40アールとし

てありましたがその後の県の方針により、50アールに訂

正しましたのでご承知ください。
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